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1 はじめに

近年のスマートフォン，タブレット端末の普及とソー

シャルネットワークサービスや動画投稿サイトの発展

により，Web上の動画像や文字情報などを含む膨大な

コンテンツが増加し，利用者の要求に合致した情報の

入手が困難となりつつある．そこで，利用者の利便性

を向上するための情報提供支援システムへの期待が高

まっている．本稿では，インターネットや放送などに

関連する様々なコンテンツが自律的に協調連携し，利

用者の要求や状況に応じた情報の提供を実現する利用

者向き情報提供支援システムの概要と設計について述

べる．具体的には，自律的な協調連携を行うために様々

なコンテンツを能動的情報資源として構成し，関連性

に応じた情報提供機能，利用者要求と関連性に応じた

コンテンツ選択支援機能，および試作システムについ

て述べる．

2 関連研究

コンテンツの提供システムに関する様々な研究開発が

行われており，例えば，デジタル放送番組に関連したコ

ンテンツを推薦するシステムがある [1]．これは放送番

組に関連したコンテンツを事前にリストとして作成し

ておくことで利用者に提示するシステムである．また，

論文や資料などの学術情報を能動的情報資源（AIR）と

して構成し，学術情報の検索，統合，分析を支援する

学術情報検索システムがある [2]．

従来のシステムは，コンテンツ間の関連付けを事前

に行う必要があり，システムが扱うコンテンツを手動

で登録・管理する必要があった．そのため，利用者の

要求変化や状況変化への対応，また様々なフォーマッ

トから構成されるコンテンツをシステムが効果的に扱

うことは困難であった．

本研究では，様々なコンテンツを能動的情報資源と

して構成し，情報資源同士の協調によってコンテンツ

間の関連性導出と要求や状況変化への対応を動的に行

う利用者指向の情報提供システムの実現を目指す．
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図 1: AIRに基づく情報提供システムの例

3 能動的情報資源の協調に基づく利用者向き
情報提供システム

3.1 システムの概要

本稿では，能動的情報資源の協調に基づく利用者向

き情報提供システムを構成するための関連性に応じた

情報提供機能と利用者要求と関連性に応じたコンテン

ツ選択支援機能について述べる．

能動的情報資源 (Active Information Resource(AIR))

は，情報資源に知識と機能を付加し構造化することで，

能動的に情報資源が協調・連携を行う機構である [3]．

AIRに基づく情報提供支援システムの例を図 1に示

す．AIRとして構造化された各コンテンツが情報資源

として協調的に動作することで，利用者の要求や状況，

コンテンツの追加や削除に対応しながら情報提供を行

う．例えば，利用者の位置情報や使用端末の状況に応

じて，利用者が閲覧しているコンテンツと関連性の高

いコンテンツを複数提示することが可能となる．

3.2 関連性に応じた情報提供機能

本システムは，情報資源のメタ情報を関連付ける知

識に基づき，整合性を考慮した表現に変換する処理を

行う機構 (AIR化機構)を持つ．各コンテンツの持つメ

タ情報の整合性を考慮したメタ情報セットを定義し，メ

タ情報の属性と属性値を AIRの知識として付加する．

属性と属性値はコンテンツの持つメタ情報から抽出す

る．これにより異なる形式のコンテンツでも，ユーザ

の要求に対応することが可能となる．

また，AIR化機構では，メタ情報に基づく関連度計

算処理機能を AIRに付加することで，AIRが自律的に

コンテンツ間の関連度を求め，各コンテンツ間の関連

付けを行う．コンテンツの追加や削除，利用者要求の
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変化に応じて，関連度を導出し，各 AIRが相互に連携

しつつコンテンツが提供される．

3.3 コンテンツ選択支援機能

コンテンツ選択支援機能は，関連度計算処理に基づ

き，利用者が視聴や閲覧しているコンテンツと関連性

の高いコンテンツを利用中の端末を考慮して提示する

機能である．利用者が閲覧しているコンテンツに関連

するコンテンツをシステムが自律的に提示することで，

利用者は閲覧中のコンテンツと関連性のあるコンテン

ツを容易に閲覧することが可能となる．具体的には，コ

ンテンツはサムネイル画像とタイトルを組としたアイ

コンで表示し，視覚的にコンテンツの内容が把握でき

るようにする．また，アイコン間の距離を関連度に基

づき可視化する．本機能は，ユーザインタフェースと

してタブレット端末等を想定し，利用者とシステムが

端末を通したインタラクションを行いながらコンテン

ツの選択や閲覧の支援を行う．これにより，利用者の直

感的な関連性の把握やコンテンツ選択の支援を行う利

便性を考慮した情報提供システムの実現が可能となる．

4 設計と実装

情報提供機能およびコンテンツ選択支援機能の設計

に基づき，ユーザインタフェースとしてタブレット端末

を持つ利用者が閲覧しているコンテンツと関連性のあ

るコンテンツを提示する試作システムを実装した．AIR

はエージェントとして実装し，エージェント開発環境

には IDEA[4]を用いた．コンテンツはニュースサイト

などの文字，音声，動画など計 100個を用意した．利

用者はタブレット端末を通して，コンテンツの情報の

確認と選択を行うたびに，情報提供機能によってコン

テンツ間の関連性が計算され，関連性のあるコンテン

ツがタブレット端末上に提示される．

図 2に動作例を示す．コンテンツはサムネイル画像

とタイトルを組としたアイコンで表示される．画面左

のメニューは利用者の要求を簡易的に示したものであ

る．例えば，時間の要求を選択すると時間の重みが高

くなり，閲覧しているコンテンツと同じ時刻に生成さ

れたコンテンツと関連性のあるコンテンツが提示され

る (図 2(a))．利用者がコンテンツを選択すると画面中

央に閲覧中のコンテンツが表示され，閲覧中のコンテ

ンツとの関連性を距離として表示する (図 2(b))．なお，

アイコン間の距離は関連度が高いと短くなる．

以上より，利用者がコンテンツを選択する度に，各

コンテンツ間の関連性を求め，関連度の高いコンテン

ツが自律的に提示されることを確認した．

(a)起動画面

　 (b)関連性表示画面

図 2: ユーザインタフェースの実装例

5 おわりに

本稿では，様々なコンテンツが自律的に協調連携し，

利用者の要求や状況に応じた情報の提供を実現する利

用者向き情報提供支援システムの概要について述べ，試

作システムを実装し，動作確認を行った．今後は，コ

ンテンツ選択支援機能のユーザ評価，システムの定量

的な評価を行う予定である．
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